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１、「あいち・なごや生物多様性ＥＸＰＯ」に参加しました！ 
 2020年 1月 11日（土）・12日（日）に名古屋国際会議場で行われた「あいち・なごや生

物多様性ＥＸＰＯ」に参加し、葦毛湿原の大規模植生回復作業の展示を行いましたので報

告します。愛知県によれば、２日間の来場者数は約 7,300 人でした。 

 11 日は８時 30 分頃

から現地でパネルの

展示作業をはじめ、10

時に開場しました。展

示場所はイベントホ

ールの 46 番のブース

で、45 番の豊橋市自然

史博物館のブースの

隣でした。 

午前中はＪＲのウ

ォーキングイベント

の中継地になってお

り、大勢の観客があり

ました。人の流れが切

れず保護の会の会員

と共に来場者への説

明に追われる状態で

した。 

午後には大村愛知

県知事も各ブースの

展示を視察しており、

愛知県指定天然記念

物である葦毛湿原の

大規模植生回復作業

について説明しまし

た。午後はセンチュリ

ーホールでシンポジ

ウムが開催され、さか

なクンの基調講演が

あり午前中よりも来

場者は少なくなりま

したが、引き続き３名

で来場者に説明を行 

 

愛知の生物多様性（ステージでのオープニング） 
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いました。 

展示ブースの出展者は、

自然保護団体以外にも、環

境省、豊橋市教育委員会の

ような行政、小学校、高校の

生物部、大学、企業、ＮＰＯ

等様々な団体が参加してい

ました。テーマも植物、動

物、魚、鳥等様々な生物や自

然再生の取組等多岐にわた

っていました。 

 12 日は 10 時に開場し、

11 時からはイベントホール

内のステージで出展者の発

表があり、葦毛湿原の大規

模植生回復作業について発

表を行いました（前頁写

真）。 

レセプションホールでは

分科会①（あいち・なごやの

生物多様性）、分科会②（生

態系の保全・再生）、分科会

③（生態系サービスの持続

可能な利用）、分科会④（多

様な主体の連携）の専門的

な分科会があり、終了する

と展示ブースの見学者が増 

 
出展ブースでの説明 

 

出展ブースの展示物 

 

葦毛湿原の変遷（上段：1970年・2010年・2019年） 

作業後の変化（中・下段：2010年・2013年作業直後・１～７年目） 



え、大学教授等の数名の

専門家が葦毛湿原のブ

ースを訪れ説明を行い

ました。葦毛湿原の大規

模植生回復作業につい

ては、専門家の関心は高

く、肯定的な意見を多く

いただきました。 

16時 40分からのクロ

ージングステージでは、

用意されたプラカード

を持って他の出展者と

共に壇上に上がり、記念

撮影をしてイベントが

終了しました（次頁写

真）。 

愛知県には行政や自

然保護団体が中心とな

って毎年１回開催して

いる「湿地サミット」が

ありますが、湿地関係以

外の様々な団体と情報

交換ができました。 

ボランティアで参加

していただいた豊橋湿

原保護の会の５名の会

員は、今回のイベントに

参加して様々な団体の

関係者と話をすること

ができ、横のつながりが

できて有意義だったと喜んでいました。貴重な体験ができたと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
クロージングステージでの活動紹介 

 
クロージングステージでのフィナーレ 

日本自然保護大賞２０２０に入選しました！ 
葦毛湿原の大規模植生回復作業が「日本自然保護大賞 2020」に入選しました。平

成 29年度に続き２回目の入選になります。詳しくは日本自然保護協会のウェブサイ

トをご覧ください。入選証は後日送られてきますので、詳細は改めて報告させてい

ただきます。 

 



３、2019年度作業報告－３ 
１）ササ刈り作業 

葦毛湿原では大規模植生回

復作業が進み、日照が確保さ

れたことによりネザサが勢力

を増しているところが増えて

います。ネザサの刈り取りで

はネザサと共にある植物にも

注意して行っています。 

Ｊ地点（右上写真）ではハル

リンドウの発芽を促すために

ヌマガヤを残し、刈払機でネ

ザサを中心に刈り取っていま

す。画面の奥に黄色いテープ

で囲まれてネザサが残ってい

る部分がありますが、ここに

はカザグルマがあるので刈り

取らないようにしています。 

Ｍ地点（右中写真）はハルリ

ンドウが 4,000 輪以上咲くと

ころです。すでに発芽してい

ますので、ネザサの根元を 10

㎝ほど残して手作業で刈り取

りました。手前が刈り取った

ところ、その奥がヌマガヤの

群落です。画面のさらに左奥

にはネザサを剥ぎ取った実験

区がありますが、剥ぎ取り後

３年が経過してイヌノハナヒ

ゲ等が枯れて堆積することに

より、いったん衰退したハル

リンドウが新たに進出するよ

うになりました。 

Ｌ地点（右下写真）は間伐し

て明るい森にしてミカワバイ

ケイソウが増えたところで

す。ミカワバイケイソウの発

芽を促すためにネザサを刈払

機で刈り取っています。写真

奥に見える黄色いテープで囲

まれたところはカザグルマが

出ているところで、木質化し

たツルを残すことにより順調

に増えています。 

 
Ｊ地点作業風景（2020年 2月 23日） 

 
Ｍ地点作業風景（2020年 2月 23日） 

 
Ｌ地点作業風景（2020年 2月 23日） 


